




























2007年からはDV法第二次改正にも取り組む。2010年 2 月から 3 月までの、内閣府
事業「パープルダイアル（24時間DV／性暴力のホットライン）」に参加。2011年
10月より一般社団法人 社会的包摂サポートセンター事務局長。
照会区間 総   呼   数 完 了 呼 数 接続完了率
2012年 4月 318,159 22,209 7.0％
2012年 5月 575,191 36,642 6.4％
2012年 6月 721,875 34,010 4.7％
2012年 7月 871,689 31,624 3.6％
2012年 8月 834,128 33,390 4.0％
2012年 9月 952,832 31,651 3.3％
2012年10月 1,102,359 35,678 3.2％
2012年11月 1,051,624 33,091 3.1％







































































































































































・自殺ラインへの相談は、6 人に 1 人が自殺未遂を体験しており、非常にハイリスク
な相談者であることが分かった。
④相談者の現状について（ここのみ平成23年度集計）














































































































































































































































































































































──────────────［えんどう  ともこ・一般社団法人  社会的包摂サポートセンター事務局長］
257
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専門性及び当事者性のあるよりそい支援
暴力から逃れるためのシェルター 児相・警察・司法対応など安全確保
生活保護受給
障害者支援制度の活用医療機関による医療及びケア
ピアを基本としたカウンセリング、ケアグループなど
ホットラインなどの
相談窓口
心身の回復
回復プロセスのイメージ（「家族・地域」の再選択となることも）
生活再建プログラムへ
図 5　回復のプロセス
